
 

 

スズキ、６５０ｃｃ Ｖツインエンジンの 

ロードスポーツバイク 新型「ＳＶ６５０ ＡＢＳ」を発売 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

スズキ株式会社は、６５０ｃｃ Ｖ型２気筒（Ｖツイン）エンジンを搭載したスリムで軽量なロードスポーツ

バイク 新型「ＳＶ６５０ ＡＢＳ」を８月１１日より発売する。 

 

新型「ＳＶ６５０ ＡＢＳ」は、海外市場で好評を得た先代「ＳＶ６５０」の操縦性にさらに磨きをかけて、  

軽快なハンドリングと俊敏で力強いスロットルレスポンスを持ちながら、扱いやすさも兼ね備えたロード 

スポーツバイクである。新型「ＳＶ６５０ ＡＢＳ」は、２０１５年１１月にイタリア・ミラノショーでグローバル  

モデルとして発表し、２０１６年１月より海外に輸出を行っており、このたび日本市場に投入する。 

 

新型「ＳＶ６５０ ＡＢＳ」は、低回転域での鼓動感や、中回転域の力強い立ち上がりから高回転域まで

のスムーズな出力特性を特長とするＶツインエンジンをスリムで軽量な車体に搭載し、高い操縦性を  

実現した。 

エンジン内には、スズキ二輪車で初めてピストンのスカート部にスズめっきと樹脂コートを施すことで

フリクションを低減した。また、発進時や低回転走行時においてエンジン回転数をわずかに上げる  

「ローＲＰＭアシスト」を採用し、発進・停車を繰り返す市街地走行などでの操作性を向上した。さらに、 

スタータースイッチを押し続けずにワンプッシュするだけでエンジンが始動する「スズキイージースタート

システム」を採用し、日常用途での利便性を高めた。 

 

 

２０１６年８月３日 



● 新型「ＳＶ６５０ ＡＢＳ」の主な特長 

エンジン・車体 

・ 水冷９０°Ｖ型２気筒６４５ｃｍ３エンジン 

・ スズキ二輪車で初めてピストンのスカート部にスズめっきと樹脂コートを施すことで、シリンダーとピストン

のフリクションを低減。 

・ 発進時や低回転走行時に、エンジン回転数、ギヤポジション、スロットル開度等の情報を用いて、 

エンジン回転数をわずかに上げる「ローＲＰＭアシスト」を採用し、発進・停車を繰り返す市街地走行

などでの操作性を向上。 

・ 平成２８年国内新排出ガス基準に対応。 

・ スリムで軽量な車体（装備重量１９６ｋｇ）により、街乗りからツーリングまで幅広い走行条件において、

軽快で優れたハンドリング性能を実現。 
 
装備 

・ スタータースイッチを押し続けずにワンプッシュするだけで、ＥＣＭがスターターモーターを回転させて

エンジンが始動する「スズキイージースタートシステム」を採用。また、ニュートラル時はクラッチレバー

を握らなくても始動可能とした。 

・ 前・後輪に取り付けられたホイールスピードセンサーにより各車輪速度を検知し、ブレーキの効きを

自動的にコントロールして車輪のロックを一定範囲内で防ぐＡＢＳ※を標準装備。 
 

※路面状況（濡れた路面や悪路等）によっては、ＡＢＳを装着していない車両よりも制動距離が長くなる場合があります。また、

コーナリング中のブレーキングによる車輪の横滑りはコントロールすることができません。 
 
デザイン 

・ “スリム＆シンプル”をコンセプトにデザインされたスタイリングは、すっきりとしたボディラインを実現。

幅広いユーザーに受け入れられる、飽きのこないデザインとした。 

・ 車体色は、白「パールグレッシャーホワイト」、赤「パールミラレッド」、黒「マットブラックメタリックＮｏ．２」

の３色を設定。 

 

● 年間目標販売台数      ８００台 

 

● メーカー希望小売価格（消費税８％込み） 

商品名 エンジン 価格（円） 

ＳＶ６５０ ＡＢＳ ４サイクル ６４５ｃｍ3 ７３８，７２０ 

＊ 価格（リサイクル費用を含む）には、保険料、税金（消費税を除く）、登録等に伴う費用は含まれない。 


